
  

 

 

 

 

３月１0 日～１2 日の

3 日間、『第 11 回スタッ

フ発表会』を開催しまし

た。この発表会では、き

らめきプロジェクトに所

属する医師・歯科医師が

１年間の活動の記録をま

とめたポスターを、本院

外来診療棟２階ギャラリ

ーに掲示いたしました。 

ポスターには、出産・育児・自身の病

気や介護等のプライベートと仕事の両立

の工夫や、１年間で得られた診療・研究

の成果が記され、お越しいただいた方か

らは「今年はコロナウィルスの影響もあ

る中、 

皆様が仕事と家庭を両立

しながら奮闘している姿

を見て私自身も大変刺激

を受けました。」「個々の

生活スタイル、将来の

夢、育児の考え方・やり

方がわかりやすいし面白

い！」といった感想をい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊今回女性が患いやすい病気等々を学びましたが、もっともっと深く知りたいで

す。男女の性差について知識として知ることはできても、本質的に共感し理解

することは難しいと思いますので、性差を扱う授業、講演には積極的に参加し

ていこうと思います。 

＊女性の病気やライフステージについて興味を持つことができて良かったです。

最初は、自分は男性だからあまり関係ないのかな、と思ってしまいましたが、

講義を聞いて男女ともに理解しておくべき話だと感じました。 

＊今の日本の医療における問題を指摘する事から始まり、解決案を提示するだけ

でなくそれを実際に実践しておりその結果も教えてくれるとても良い授業だと

思いました。 

＊自分は研究者も視野に入れているので、早い段階でこのような講義を聞けて良

かったと思います。 

 

 

 

 

 

 

九州大学病院 臨床教育研修センター

きらめきプロジェクト
福岡市東区馬出 丁目

・ ：
：

Ｌ ：

スタッフ発表会を開催しました 

キャリア・ジェンダーに関する講義を行いました  

 医学部２年生を対象に、きらめきプロジェクトの責任者である加藤聖子と

顧問である樗木晶子が、実体験や、専門の観点よりキャリア・ジェンダーに関

する講義を行いました。今年度も昨年に引き続き新型コロナウイルス感染症

予防および感染拡大防止対策により、対面式ではなく遠隔講義となりました。 

 

学生の感想(抜粋)  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きらめきプロジェクト交流会を開催しました 

センター長の新納宏昭先生 

司会の磯部紀子先生 

斎藤アンネ優子先生 

撮影の裏側 

3 月 2 日(火)に、オンラインにて「きらめきプロジェクト交流会」を

開催しました。 

今回は、「世界の医師の働き方についてきいてみよう！(第１回)」と

いうテーマで、順天堂大学医学部附属浦安病院放射線科 准教授  

齋藤アンネ優子先生を演者にお招きし、普段はきけないような世界の

医師の事情をおききしました。参加者からは、「とてもパワフルな先

生で、刺激的なお話で面白かった！」という声をたくさんいただき、

驚きと笑いの絶えない会となりました。 

このシリーズは、第２回、第３回と続けていく予定です。 

お楽しみに。 

 

 

オンライン開催は初めてということもあり、当日は九州大学病院 

国際医療部アジア遠隔医療開発センターの方々に技術協力をお願

いし、滞りなく会を進めることができました。 

 
参加者の声 参加者の声 

・大変楽しいご講演で時間があっと言う間に過ぎました。パワフルで格好良い女性を拝見すると 

こちらも元気になれます。 

・身の回りには滅多にいない独特な価値観を持った先生の講演でとても参加して良かった。参加し

た自分自身の視野も広がった様に感じる内容だった。 また、交流会自体の時間も長過ぎず、短過

ぎず丁度良いと感じた。zoomでの開催も参加が容易で助かりました。 

・ご講演の中で、自分には無いような自由な発想や行動力に感じ、とてもよい刺激を受けました。 

齋藤先生ありがとうございました。 

・堅苦しい話でなく、医師としての面白い話を聴けて、とても良い経験になりました。 

参加者の声 参加者の声 


